
（注
ちゅう

 意
い

 事
じ

 項
こう

）

１　問
もん

題
だい

冊
さっ

子
し

は指
し

示
じ

があるまで開
ひら

かないこと。

２　問
もん

題
だい

は 1ページから 14ページまである。検
けん

査
さ

開
かい

始
し

の合
あい

図
ず

のあとで確
たし

かめること。

３ 　検
けん

査
さ

中
ちゅう

に問
もん

題
だい

冊
さっ

子
し

の印
いん

刷
さつ

不
ふ

鮮
せん

明
めい

，ページの落
らく

丁
ちょう

・ 乱
らん

丁
ちょう

及
およ

び解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

の汚
よご

れ等
とう

に気
き

づい

た場
ば

合
あい

は，静
しず

かに手
て

を高
たか

く挙
あ

げて監
かん

督
とく

者
しゃ

に知
し

らせること。

４　解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

に氏
し

名
めい

と受
じゅ

験
けん

番
ばん

号
ごう

を記
き

入
にゅう

し，受
じゅ

験
けん

番
ばん

号
ごう

と一
いっ

致
ち

したマーク部
ぶ

分
ぶん

を塗
ぬ

りつぶすこと。

５ 　解
かい

答
とう

には， 必
かなら

ずＨＢの黒
くろ

鉛
えん

筆
ぴつ

を使
し

用
よう

すること。なお，解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

に必
ひつ

要
よう

事
じ

項
こう

が正
ただ

しく記
き

入
にゅう

されていない場
ば

合
あい

，または解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

に記
き

載
さい

してある「マーク部
ぶ

分
ぶん

塗
ぬ

りつぶしの見
み

本
ほん

」のとお

りにマーク部
ぶ

分
ぶん

が塗
ぬ

りつぶされていない場
ば

合
あい

は，解
かい

答
とう

が無
む

効
こう

になることがある。

６ 　一
ひと

つの解
かい

答
とう

欄
らん

に対
たい

して複
ふく

数
すう

のマーク部
ぶ

分
ぶん

を塗
ぬ

りつぶしている場
ば

合
あい

，または指
し

定
てい

された解
かい

答
とう

欄
らん

以
い

外
がい

のマーク部
ぶ

分
ぶん

を塗
ぬ

りつぶしている場
ば

合
あい

は，有
ゆう

効
こう

な解
かい

答
とう

にはならない。

７　解
かい

答
とう

を訂
てい

正
せい

するときは，きれいに消
け

して，消
け

しくずを残
のこ

さないこと。

８ 　「正
ただ

しいものを二
ふた

つ選
えら

べ」など，一
ひと

つの問
もん

題
だい

で複
ふく

数
すう

の解
かい

答
とう

を求
もと

められる場
ば

合
あい

は，一
ひと

つの解
かい

答
とう

欄
らん

につき選
せん

択
たく

肢
し

を一
ひと

つだけ塗
ぬ

りつぶすこと。

例
れい

「ウ」，「オ」を塗
ぬ

りつぶす場
ば

合
あい

この場
ば

合
あい

，「ウ」，「オ」の順
じゅん

番
ばん

は関
かん

係
けい

ありません。

（配
はい

　点
てん

） 1  12点
てん

2  16点
てん

3  8点
てん

4  8点
てん

5  12点
てん

6  16点
てん

7  12点
てん

8  16点
てん

令
れい

和
わ

７年
ねん

度
ど

入
にゅう

学
がく

者
しゃ

選
せん

抜
ばつ

学
がく

力
りょく

検
けん

査
さ

本
ほん

試
し

験
けん

問
もん

題
だい

社
しゃ

　　　会
かい

イ ウ エ オ カア

イ ウ エ オ カア
問１

キ ク ケ コ

キ ク ケ コ

とい
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次
つぎ

の図
ず

１の Aから Dの国
くに

について，問
とい

１から問
とい

３までの各
かく

問
と

いに答
こた

えよ。

図
ず

１

※国
こっ

境
きょう

線
せん

が未
み

確
かく

定
てい

な部
ぶ

分
ぶん

には着
ちゃく

色
しょく

していない。

問
とい

１　次
つぎ

の 表
ひょう

１は，図
ず

１ 中
ちゅう

の Aから Dの国
くに

における陸
りく

地
ち

に占
し

める森
しん

林
りん

の割
わり

合
あい

と森
しん

林
りん

帯
たい

種
しゅ

別
べつ

割
わり

合
あい

をそれぞれ示
しめ

している。 表
ひょう

１ 中
ちゅう

のアからエには，それぞれ Aから Dの国
くに

のいずれかが

当
あ

てはまる。図
ず

１中
ちゅう

の Aの国
くに

に当
あ

てはまるものを，表
ひょう

１中
ちゅう

のアからエのうちから一
ひと

つ選
えら

べ。

表
ひょう

１　陸
りく

地
ち

に占
し

める森
しん

林
りん

の割
わり

合
あい

と森
しん

林
りん

帯
たい

種
しゅ

別
べつ

割
わり

合
あい

（2015年
ねん

）

陸
りく

地
ち

に占
し

める

森
しん

林
りん

の割
わり

合
あい

（％）

森
しん

林
りん

帯
たい

種
しゅ

別
べつ

割
わり

合
あい

（％）

熱
ねっ

帯
たい

林
りん

亜
あ

熱
ねっ

帯
たい

林
りん

温
おん

帯
たい

林
りん

北
ほっ

方
ぽう

林
りん

ア 23. 8 89 11 0 0

イ 28. 1 0 88 12 0

ウ 65. 0 0 12 88 0

エ 13. 0 0 0 86 14

※北
ほっ

方
ぽう

林
りん

には，針
しん

葉
よう

樹
じゅ

林
りん

が含
ふく

まれる。　　　　　　　　　 （FAOSTATより作
さく

成
せい

）

問
とい

２　次
つぎ

のアからエは，世
せ

界
かい

の主
おも

な 宗
しゅう

教
きょう

について述
の

べたものである。図
ず

１ 中
ちゅう

の Bの国
くに

で信
しん

者
じゃ

数
すう

が最
さい

多
た

となる宗
しゅう

教
きょう

について述
の

べたものを，次
つぎ

のアからエのうちから一
ひと

つ選
えら

べ。

ア　この宗
しゅう

教
きょう

は南
みなみ

アジアでおこり，現
げん

在
ざい

では東
とう

南
なん

アジアから東
ひがし

アジアを中
ちゅう

心
しん

に分
ぶん

布
ぷ

して

いる。男
だん

性
せい

信
しん

徒
と

は一
いっ

生
しょう

に一
いち

度
ど

は僧
そう

侶
りょ

として修
しゅ

行
ぎょう

することが 習
しゅう

慣
かん

となっている国
くに

もある。

イ　この 宗
しゅう

教
きょう

は西
にし

アジアでおこり，世
せ

界
かい

に広
ひろ

がったものである。信
しん

者
じゃ

は 1日
にち

5回
かい

，礼
れい

拝
はい

の

時
じ

間
かん

に聖
せい

地
ち

メッカに向
む

かって祈
いの

りをささげている。

ウ　この 宗
しゅう

教
きょう

は，神
かみ

への祈
いの

りや聖
せい

書
しょ

を読
よ

むことを大
たい

切
せつ

にしている。クリスマスとイース

ター（復
ふっ

活
かつ

祭
さい

）が有
ゆう

名
めい

な祝
しゅく

日
じつ

であり，世
せ

界
かい

にも広
ひろ

まっている。

エ　この宗
しゅう

教
きょう

は，特
とく

定
てい

の地
ち

域
いき

や民
みん

族
ぞく

で信
しん

仰
こう

されてきたものである。この宗
しゅう

教
きょう

では，牛
うし

は

神
しん

聖
せい

な動
どう

物
ぶつ

であるため，信
しん

者
じゃ

は牛
ぎゅう

肉
にく

を食
た

べることを避
さ

けている。

１

A

B

C

D
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問
とい

３　次
つぎ

の図
ず

２は，図
ず

１ 中
ちゅう

の Aから Dのいずれかの国
くに

における人
じん

口
こう

ピラミッド（2020年
ねん

）を

示
しめ

している。図
ず

２の人
じん

口
こう

ピラミッドに当
あ

てはまる国
くに

はどこか， 表
ひょう

２に示
しめ

すそれぞれの国
くに

に

おける 1990年
ねん

と 2010年
ねん

の 出
しゅっ

生
しょう

率
りつ

，死
し

亡
ぼう

率
りつ

，年
ねん

齢
れい

別
べつ

人
じん

口
こう

構
こう

成
せい

を参
さん

考
こう

にして，後
あと

のアから

エのうちから一
ひと

つ選
えら

べ。なお， 表
ひょう

２ 中
ちゅう

の Aから Dは，図
ず

１ 中
ちゅう

の Aから Dと同
おな

じ国
くに

を示
しめ

している。

図
ず

２

表
ひょう

２　出
しゅっ

生
しょう

率
りつ

，死
し

亡
ぼう

率
りつ

，年
ねん

齢
れい

別
べつ

人
じん

口
こう

構
こう

成
せい

の割
わり

合
あい

国
くに

　　年
ねん

出
しゅっ

生
しょう

率
りつ

（千
せん

人
にん

当
あ

たり）

死
し

亡
ぼう

率
りつ

（千
せん

人
にん

当
あ

たり）

年
ねん

齢
れい

別
べつ

人
じん

口
こう

構
こう

成
せい

（％）

15 歳
さい

未
み

満
まん

15～64 歳
さい

65 歳
さい

以
い

上
じょう

A
1990 年

ねん

13. 9 11. 2 19. 0 65. 3 15. 7

2010 年
ねん

12. 8 9. 0 17. 6 66. 1 16. 3

B
1990 年

ねん

25. 9 6. 8 35. 7 59. 6 4. 7

2010 年
ねん

17. 7 5. 3 26. 7 66. 9 6. 4

C
1990 年

ねん

31. 8 10. 7 38. 0 57. 9 4. 1

2010 年
ねん

21. 4 7. 4 31. 0 63. 9 5. 1

D
1990 年

ねん

15. 7 5. 3 25. 9 69. 2 4. 9

2010 年
ねん

9. 3 5. 2 16. 4 72. 6 11. 0

（図
ず

２・ 表
ひょう

２ともに『国
こく

際
さい

連
れん

合
ごう

世
せ

界
かい

人
じん

口
こう

年
ねん

鑑
かん

2022』，『世
せ

界
かい

の統
とう

計
けい

2024』より作
さく

成
せい

）

ア　A　　　　イ　B　　　　ウ　C　　　　エ　D

男性 女性

02468 2 4 6 8

(％)

80 歳

60 歳

40歳

20歳

0歳

だんせい じょせい

さい

さい

さい

さい

さい

※  80歳
さい

以
い

上
じょう

の人
じん

口
こう

割
わり

合
あい

については，

合
ごう

計
けい

を示
しめ

している。



─ 3 ─

問
とい

１から問
とい

４までの各
かく

問
と

いに答
こた

えよ。

問
とい

１　次
つぎ

の図
ず

１は，図
ず

２ 中
ちゅう

の Aから Cのいずれかの地
ち

点
てん

で観
かん

測
そく

された河
か

川
せん

の月
つき

別
べつ

平
へい

均
きん

流
りゅう

量
りょう

（平
へい

年
ねん

値
ち

）を示
しめ

したものである。河
か

川
せん

の 流
りゅう

量
りょう

は，各
かく

地
ち

域
いき

の気
き

候
こう

の影
えい

響
きょう

を受
う

けており， 流
りゅう

量
りょう

の増
ぞう

加
か

は降
こう

水
すい

だけでなく，雪
ゆき

解
ど

け水
みず

も含
ふく

まれている。図
ず

１ 中
ちゅう

の Xと Yに当
あ

てはまる地
ち

点
てん

の組
く

み合
あ

わせとして正
ただ

しいものを，後
あと

のアからカのうちから一
ひと

つ選
えら

べ。なお，図
ず

１ 中
ちゅう

の

Xのみ，平
へい

均
きん

流
りゅう

量
りょう

の目
め

盛
もり

が Yと Zとは異
こと

なる点
てん

に留
りゅう

意
い

して答
こた

えよ。

図
ず

１　　　　　 X　　　　　　　　　　　　　Y　　　　　　　　　　　　　　Z

（水
すい

文
もん

水
すい

質
しつ

データベースより作
さく

成
せい

）

図
ず

２

ア	 X－ A	 Ｙ－ B	 イ	 X－ A	 Ｙ－ C	 ウ	 X－ B	 Ｙ－ A

エ	 X－ B	 Ｙ－ C	 オ	 X－ C	 Ｙ－ A	 カ	 X－ C	 Ｙ－ B

問
とい

２　次
つぎ

の 表
ひょう

１は，北
ほっ

海
かい

道
どう

，東
とう

京
きょう

都
と

，神
か

奈
な

川
がわ

県
けん

，山
やま

梨
なし

県
けん

における他
ほか

の都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

からの転
てん

入
にゅう

者
しゃ

数
すう

，民
みん

営
えい

事
じ

業
ぎょう

所
しょ

数
すう

，大
だい

学
がく

・ 大
だい

学
がく

院
いん

の設
せっ

置
ち

数
すう

， 住
じゅう

宅
たく

地
ち

の平
へい

均
きん

地
ち

価
か

（2021年
ねん

）をまとめたも

のである。神
か

奈
な

川
がわ

県
けん

に当
あ

てはまるものを，表
ひょう

１中
ちゅう

のアからエのうちから一
ひと

つ選
えら

べ。

表
ひょう

1
他
ほか

の都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

からの

転
てん

入
にゅう

者
しゃ

数
すう

（千
せん

人
にん

）
民
みん

営
えい

事
じ

業
ぎょう

所
しょ

数
すう 大

だい

学
がく

・大
だい

学
がく

院
いん

の

設
せっ

置
ち

数
すう

住
じゅう

宅
たく

地
ち

の平
へい

均
きん

地
ち

価
か

（千
せん

円
えん

/㎡）

ア 420. 2 628239 143 380. 9

イ 236. 2 285325 31 180. 6

ウ 52. 5 216124 37 20. 8

エ 16. 0 40814 7 23. 7

（「令
れい

和
わ

2年
ねん

国
こく

勢
せい

調
ちょう

査
さ

結
けっ

果
か

」，『データでみる県
けん

勢
せい

2024』，『データでみる県
けん

勢
せい

2023』より作
さく

成
せい

）

２

1200

1000

800

600

400

200

0

400

300

200

100

0

400

300

200

100

0

m3

秒
びょう

m3

秒
びょう

m3

秒
びょう

1月 7月 12月
がつ がつ がつ

1月 7月 12月
がつ がつ がつ

1月 7月 12月
がつ がつ がつ

100km0

B

100km0

A

100km0

C
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問
とい

３　次
つぎ

の図
ず

３は，福
ふく

井
い

県
けん

， 京
きょう

都
と

府
ふ

，愛
え

媛
ひめ

県
けん

，鹿
か

児
ご

島
しま

県
けん

における農
のう

業
ぎょう

産
さん

出
しゅつ

額
がく

に占
し

める畜
ちく

産
さん

，

米
こめ

，野
や

菜
さい

，果
か

実
じつ

の割
わり

合
あい

（2021年
ねん

）を示
しめ

したものである。京
きょう

都
と

府
ふ

に当
あ

てはまるものを，図
ず

３

中
ちゅう

のアからエのうちから一
ひと

つ選
えら

べ。

図
ず

３

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『データでみる県
けん

勢
せい

2024』より作
さく

成
せい

）

問
とい

４　次
つぎ

の図
ず

４は，ある工
こう

業
ぎょう

製
せい

品
ひん

の都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

別
べつ

の製
せい

造
ぞう

品
ひん

出
しゅっ

荷
か

額
がく

（2021年
ねん

）について， 上
じょう

位
い

５

位
い

以
い

内
ない

の都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

を塗
ぬ

りつぶして示
しめ

した地
ち

図
ず

である。図
ず

４で示
しめ

した工
こう

業
ぎょう

製
せい

品
ひん

に当
あ

てはまる

ものを，下
した

のアからエのうちから一
ひと

つ選
えら

べ。

図
ず

４

（『データでみる県
けん

勢
せい

2024』より作
さく

成
せい

）

ア　石
せき

油
ゆ

・石
せき

炭
たん

製
せい

品
ひん

　　 イ　鉄
てっ

鋼
こう

業
ぎょう

　　 ウ　情
じょう

報
ほう

通
つう

信
しん

機
き

械
かい

器
き

具
ぐ

　　 エ　輸
ゆ

送
そう

用
よう

機
き

械
かい

器
き

具
ぐ

ア

イ

ウ

エ

0 50 100
（%）

米 野菜畜産 果実 その他
ちくさん こめ たや さい か じつ
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次
つぎ

の図
ず

は，ある地
ち

域
いき

の 25000分
ぶん

の１地
ち

形
けい

図
ず

から等
とう

高
こう

線
せん

などの 標
ひょう

高
こう

に関
かん

する 情
じょう

報
ほう

のみを

抜
ぬ

き出
だ

し，拡
かく

大
だい

した地
ち

図
ず

である。なお，図
ず

中
ちゅう

の等
とう

高
こう

線
せん

のうち，細
ほそ

い線
せん

は 10ｍごとの主
しゅ

曲
きょく

線
せん

，太
ふと

い線
せん

は 50ｍごとの計
けい

曲
きょく

線
せん

である。図
ず

を見
み

て，問
とい

１，問
とい

２に答
こた

えよ。

図
ず

（地
ち

理
り

院
いん

地
ち

図
ず

の画
が

像
ぞう

をもとに作
さく

成
せい

）

問
とい

１　図
ず

中
ちゅう

の Xの地
ち

点
てん

から 直
ちょく

接
せつ

見
み

ることのできる地
ち

点
てん

を，図
ず

中
ちゅう

のアからエのうちから一
ひと

つ選
えら

べ。ただし，樹
じゅ

木
もく

や人
じん

工
こう

物
ぶつ

などにさえぎられないと仮
か

定
てい

して考
かんが

えるものとする。

問
とい

２　図
ず

中
ちゅう

の Aから Dの線
せん

のうち，２本
ほん

は実
じっ

際
さい

の河
か

川
せん

の流
なが

れを示
しめ

すものである。実
じっ

際
さい

の河
か

川
せん

の

流
なが

れを示
しめ

す線
せん

の組
く

み合
あ

わせとして正
ただ

しいものを，次
つぎ

のアからカのうちから一
ひと

つ選
えら

べ。なお，

線
せん

の矢
や

印
じるし

は，河
か

川
せん

の流
なが

れる方
ほう

向
こう

を表
あらわ

している。

ア	 A	と B	 イ	 A	と C	 ウ	 A	と D
エ	 B	と C	 オ	 B	と D	 カ	 C	と D

３

850.5850.5

766

913.6913.6

766

650

850

650

850

650

650

C

X

B

D

A

イ

ア

エ

ウ
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４ 地
ち

中
ちゅう

海
かい

沿
えん

岸
がん

の文
ぶん

明
めい

に関
かん

して，次
つぎ

の問
とい

１，問
とい

２に答
こた

えよ。

問
とい

１　ギリシア（ギリシャ）文
ぶん

明
めい

についての説
せつ

明
めい

として 誤
あやま

っているものを，次
つぎ

のアからエのう

ちから一
ひと

つ選
えら

べ。

ア　地
ち

中
ちゅう

海
かい

の 東
ひがし

側
がわ

にあるエーゲ海
かい

周
しゅう

辺
へん

では，紀
き

元
げん

前
ぜん

８世
せい

紀
き

ころから多
おお

くの都
と

市
し

国
こっ

家
か

（ポ

リス）が生
う

まれた。

イ　都
と

市
し

国
こっ

家
か

の一
ひと

つであるアテネでは，市
し

民
みん

が集
あつ

まって話
はな

し合
あ

いをおこなう民
みん

会
かい

で，国
くに

の方
ほう

針
しん

が決
き

められていた。

ウ　アテネでおこなわれていた，奴
ど

隷
れい

や女
じょ

性
せい

を含
ふく

むすべての都
と

市
し

住
じゅう

民
みん

が政
せい

治
じ

に参
さん

加
か

できる

仕
し

組
く

みは，現
げん

代
だい

の民
みん

主
しゅ

政
せい

治
じ

の起
き

源
げん

となった。

エ　紀
き

元
げん

前
ぜん

5世
せい

紀
き

にはペルシア（ペルシャ，アケメネス 朝
ちょう

）が侵
しん

攻
こう

してきたが，ギリシア

の都
と

市
し

国
こっ

家
か

は連
れん

合
ごう

して撃
げき

退
たい

し，ギリシア文
ぶん

明
めい

は全
ぜん

盛
せい

期
き

を迎
むか

えた。

問
とい

２　次
つぎ

の説
せつ

明
めい

文
ぶん

に示
しめ

される「この都
と

市
し

」の位
い

置
ち

として正
ただ

しいものを，下
した

の 略
りゃく

地
ち

図
ず

中
ちゅう

のアから

エのうちから一
ひと

つ選
えら

べ。

説
せつ

明
めい

文
ぶん

「この都
と

市
し

」は紀
き

元
げん

前
ぜん

１世
せい

紀
き

末
まつ

ころには皇
こう

帝
てい

によって統
とう

治
ち

される帝
てい

国
こく

に発
はっ

展
てん

し，地
ち

中
ちゅう

海
かい

を

取
と

り囲
かこ

む地
ち

域
いき

を統
とう

一
いつ

した。帝
てい

国
こく

最
さい

盛
せい

期
き

の都
みやこ

として，道
どう

路
ろ

や水
すい

道
どう

，浴
よく

場
じょう

などが整
せい

備
び

されたり，

巨
きょ

大
だい

な円
えん

形
けい

の闘
とう

技
ぎ

場
じょう

が建
けん

設
せつ

されたりした。

　　　　　　　　略
りゃく

地
ち

図
ず

ア

イ

ウ

エ
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次
つぎ

のヒデオさんとクロダ先
せん

生
せい

の会
かい

話
わ

文
ぶん

を読
よ

み，問
とい

１から問
とい

３までの各
かく

問
と

いに答
こた

えよ。

ヒデオさん：  江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

の日
に

本
ほん

には寺
てら

子
こ

屋
や

という学
まな

びの場
ば

があったと授
じゅ

業
ぎょう

で習
なら

いましたが，それ

よりも古
ふる

い時
じ

代
だい

の学
がっ

校
こう

については教
きょう

科
か

書
しょ

を読
よ

んでもよくわかりませんでした。

クロダ先
せん

生
せい

：  そうですね， 中
ちゅう

学
がっ

校
こう

の 教
きょう

科
か

書
しょ

には載
の

っていないかもしれません。例
たと

えば「大
だい

学
がく

」

という仕
し

組
く

み自
じ

体
たい

は，⑴ 律
りつ

令
りょう

制
せい

の時
じ

代
だい

から確
かく

認
にん

することができます。

ヒデオさん： 大
だい

学
がく

の歴
れき

史
し

はそんなに古
ふる

いんですね。

クロダ先
せん

生
せい

：  ただし，名
めい

称
しょう

は確
たし

かに大
だい

学
がく

といいますが，役
やく

人
にん

を養
よう

成
せい

するための 教
きょう

育
いく

機
き

関
かん

でし

たから，現
げん

在
ざい

の大
だい

学
がく

とはイメージが異
こと

なるかもしれません。もっとあとの時
じ

代
だい

に

なると，⑵ 16世
せい

紀
き

に来
らい

日
にち

した外
がい

国
こく

人
じん

が日
に

本
ほん

の大
だい

学
がく

について述
の

べている史
し

料
りょう

もあ

ります。

ヒデオさん： 現
げん

在
ざい

の文
もん

部
ぶ

科
か

学
がく

省
しょう

のような役
やく

所
しょ

はあったのですか。

クロダ先
せん

生
せい

：  律
りつ

令
りょう

に定
さだ

められた仕
し

組
く

みのなかに，基
き

本
ほん

的
てき

には文
もん

部
ぶ

科
か

学
がく

省
しょう

に相
そう

当
とう

する機
き

関
かん

は存
そん

在
ざい

しません。ですが，八
はっ

省
しょう

のひとつである式
しき

部
ぶ

省
しょう

が役
やく

人
にん

の人
じん

事
じ

を担
たん

当
とう

していたので，

大
だい

学
がく

もその管
かん

轄
かつ

下
か

にありました。

ヒデオさん： その時
じ

代
だい

の大
だい

学
がく

入
にゅう

学
がく

者
しゃ

の年
ねん

齢
れい

はどのくらいだったのですか。

クロダ先
せん

生
せい

：  時
じ

期
き

によっても異
こと

なり，諸
しょ

説
せつ

あるようですが， 13歳
さい

から 16歳
さい

だといわれています。

貴
き

族
ぞく

や役
やく

人
にん

の子
し

弟
てい

に入
にゅう

学
がく

資
し

格
かく

があったようです。

ヒデオさん：  今
いま

でいう中
ちゅう

学
がく

生
せい

くらいの年
ねん

齢
れい

ですね。そんな年
ねん

齢
れい

から役
やく

人
にん

になるための勉
べん

強
きょう

をす

る必
ひつ

要
よう

があったんですね。今
いま

の小
しょう

学
がく

生
せい

のような幼
おさな

い子
こ

どもたちが学
まな

ぶ場
ば

所
しょ

はあっ

たのでしょうか。

クロダ先
せん

生
せい

：  正
せい

確
かく

なところはあまりよくわかっていません。そもそも，子
こ

どもたちがどのよう

な日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

を送
おく

っていたのかということ自
じ

体
たい

も実
じつ

はあまりよくわかっていないの

です。

ヒデオさん： 確
たし

かに教
きょう

科
か

書
しょ

などの文
ぶん

章
しょう

は大
お と な

人の視
し

点
てん

で書
か

かれた歴
れき

史
し

ですね。

クロダ先
せん

生
せい

：  その通
とお

りです。しかし，絵
え

巻
まき

物
もの

や説
せつ

話
わ

集
しゅう

などさまざまな物
もの

語
がたり

のなかには生
い

き生
い

きとした子
こ

どもの姿
すがた

が描
えが

かれています。

ヒデオさん： ⑶ 日
に

本
ほん

史
し

のなかの子
こ

どもの姿
すがた

についてもう少
すこ

し詳
くわ

しく調
しら

べてみようと思
おも

います。

５
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問
とい

１　下
か

線
せん

部
ぶ

⑴に関
かん

して，会
かい

話
わ

文
ぶん

から読
よ

み取
と

れることとして 最
もっと

も適
てき

当
とう

なものを，次
つぎ

のアからエ

のうちから一
ひと

つ選
えら

べ。

ア　教
きょう

育
いく

内
ない

容
よう

は中
ちゅう

国
ごく

史
し

・文
ぶん

学
がく

・仏
ぶっ

教
きょう

・法
ほう

律
りつ

・算
さん

術
じゅつ

で構
こう

成
せい

されていた。

イ　太
だい

政
じょう

官
かん

のもとに置
お

かれた中
ちゅう

央
おう

の役
やく

所
しょ

が大
だい

学
がく

を管
かん

轄
かつ

していた。

ウ　身
み

分
ぶん

や出
しゅつ

自
じ

にかかわらず，試
し

験
けん

に合
ごう

格
かく

すれば貴
き

族
ぞく

になることができた。

エ　現
げん

在
ざい

の小
しょう

学
がく

生
せい

にあたる年
ねん

齢
れい

の子
こ

どもたちに対
たい

する教
きょう

育
いく

機
き

関
かん

は存
そん

在
ざい

しなかった。

問
とい

２　下
か

線
せん

部
ぶ

⑵に関
かん

して，  16世
せい

紀
き

に外
がい

国
こく

人
じん

によって日
に

本
ほん

にもたらされたものを，次
つぎ

のアからエ

のうちから二
ふた

つ選
えら

べ。ただし，解
かい

答
とう

の順
じゅん

番
ばん

は問
と

わないこととする。

ア　二
に

毛
もう

作
さく

　　　イ　キリスト教
きょう

　　　ウ　禅
ぜん

宗
しゅう

　　　エ　鉄
てっ

砲
ぽう

（火
ひ

縄
なわ

銃
じゅう

）

問
とい

３　下
か

線
せん

部
ぶ

⑶に関
かん

して述
の

べた文
ぶん

として正
ただ

しいものを，次
つぎ

のアからエのうちから一
ひと

つ選
えら

べ。

ア　律
りつ

令
りょう

の決
き

まりに基
もと

づいて，６歳
さい

以
い

上
じょう

の男
だん

女
じょ

は麻
あさ

布
ぬの

を納
おさ

める雑
ぞう

徭
よう

を課
か

せられた。 

イ　武
ぶ

家
け

諸
しょ

法
はっ

度
と

で藩
はん

校
こう

の設
せっ

置
ち

が定
さだ

められ，武
ぶ

士
し

や百
ひゃく

姓
しょう

の子
こ

どもたちが儒
じゅ

学
がく

を学
まな

んだ。

ウ　明
めい

治
じ

政
せい

府
ふ

が学
がく

制
せい

を公
こう

布
ふ

し，満
まん

６歳
さい

以
い

上
じょう

の男
だん

女
じょ

を小
しょう

学
がっ

校
こう

に通
かよ

わせることが義
ぎ

務
む

となった。

エ　第
だい

二
に

次
じ

世
せ

界
かい

大
たい

戦
せん

の開
かい

戦
せん

直
ちょく

後
ご

から，全
ぜん

国
こく

の子
こ

どもたちの集
しゅう

団
だん

疎
そ

開
かい

がはじまった。
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ミカさんは，  19世
せい

紀
き

以
い

降
こう

のロシアとソビエト連
れん

邦
ぽう

（ソ連
れん

）の勉
べん

強
きょう

のために，  3人
にん

の指
し

導
どう

者
しゃ

についてのメモをとった。これらを見
み

て，問
とい

１から問
とい

４までの各
かく

問
と

いに答
こた

えよ。

メモ

レーニン

・  マルクスの社
しゃ

会
かい

主
しゅ

義
ぎ

の 考
かんが

え方
かた

を発
はっ

展
てん

させて，帝
てい

国
こく

主
しゅ

義
ぎ

を打
だ

破
は

するには社
しゃ

会
かい

主
しゅ

義
ぎ

革
かく

命
めい

をおこす必
ひつ

要
よう

がある，と唱
とな

えた。

・  ⑴ 革
かく

命
めい

によって皇
こう

帝
てい

が退
たい

位
い

した後
あと

，亡
ぼう

命
めい

先
さき

からロシアに戻
もど

り，ソビエト（集
しゅう

会
かい

，会
かい

議
ぎ

）という自
じ

治
ち

組
そ

織
しき

に権
けん

力
りょく

を集
しゅう

中
ちゅう

させた。

・イギリス，フランス，アメリカなどの国
くに

々
ぐに

による干
かん

渉
しょう

と戦
たたか

った。

スターリン

・  ソ連
れん

以
い

外
がい

で社
しゃ

会
かい

主
しゅ

義
ぎ

革
かく

命
めい

の達
たっ

成
せい

が限
げん

定
てい

的
てき

だったため，ソ連
れん

一
いっ

国
こく

での 共
きょう

産
さん

主
しゅ

義
ぎ

化
か

を優
ゆう

先
せん

した。

・  ⑵ 1928 年
ねん

に「五
ご

か年
ねん

計
けい

画
かく

」とよばれる計
けい

画
かく

経
けい

済
ざい

をおこない， 急
きゅう

速
そく

な工
こう

業
ぎょう

化
か

と農
のう

業
ぎょう

の集
しゅう

団
だん

化
か

をすすめ，ソ連
れん

の国
こく

力
りょく

を伸
の

ばした。

・ 自
みずか

らの方
ほう

針
しん

に批
ひ

判
はん

的
てき

な人
ひと

々
びと

は追
つい

放
ほう

・処
しょ

刑
けい

し，個
こ

人
じん

崇
すう

拝
はい

を強
つよ

めて独
どく

裁
さい

体
たい

制
せい

を築
きず

いた。

ゴルバチョフ

・  軍
ぐん

事
じ

費
ひ

の負
ふ

担
たん

が国
こく

力
りょく

を低
てい

下
か

させていたソ連
れん

において，経
けい

済
ざい

の停
てい

滞
たい

を軍
ぐん

事
じ

費
ひ

の軽
けい

減
げん

に

より打
だ

開
かい

するために，西
にし

側
がわ

陣
じん

営
えい

の国
くに

々
ぐに

との関
かん

係
けい

を改
かい

善
ぜん

しようとした。

・  共
きょう

産
さん

党
とう

の独
どく

裁
さい

体
たい

制
せい

や計
けい

画
かく

経
けい

済
ざい

の見
み

直
なお

しなどを含
ふく

む改
かい

革
かく

（ペレストロイカ）を推
すい

進
しん

した。

・⑶ 米
べい

ソ両
りょう

首
しゅ

脳
のう

によりマルタ会
かい

談
だん

がおこなわれ，冷
れい

戦
せん

終
しゅう

結
けつ

が宣
せん

言
げん

された。

問
とい

１　レーニンが政
せい

権
けん

を主
しゅ

導
どう

したころのロシアと日
に

本
ほん

に関
かん

する出
で

来
き

事
ごと

について，次
つぎ

の説
せつ

明
めい

文
ぶん

ａと

ｂの正
せい

誤
ご

の組
く

み合
あ

わせとして正
ただ

しいものを，下
した

のアからエのうちから一
ひと

つ選
えら

べ。

ａ　ロシアとの戦
せん

争
そう

における日
に

本
ほん

の勝
しょう

利
り

は，アジアの民
みん

族
ぞく

運
うん

動
どう

を活
かっ

発
ぱつ

化
か

させた。

ｂ　日
に

本
ほん

は，社
しゃ

会
かい

主
しゅ

義
ぎ

の拡
かく

大
だい

を恐
おそ

れてシベリアに軍
ぐん

隊
たい

を送
おく

った。

ア　ａ－正
せい

 　ｂ－正
せい

　　　　　イ　ａ－正
せい

　ｂ－誤
ご

ウ　ａ－誤
ご

 　ｂ－正
せい

　　　　　エ　ａ－誤
ご

　ｂ－誤
ご

６
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問
とい

２　スターリンが指
し

導
どう

者
しゃ

であった時
じ

代
だい

におこった出
で

来
き

事
ごと

についての次
つぎ

の説
せつ

明
めい

文
ぶん

①から③を，年
ねん

代
だい

の古
ふる

い順
じゅん

に並
なら

べ直
なお

したときに正
ただ

しいものを，下
した

のアからカのうちから一
ひと

つ選
えら

べ。

①　世
せ

界
かい

恐
きょう

慌
こう

が発
はっ

生
せい

し，アメリカではローズベルト（ルーズベルト）大
だい

統
とう

領
りょう

のもとで，

ニューディール政
せい

策
さく

がとられた。

②　 中
ちゅう

国
ごく

では，内
ない

戦
せん

に 勝
しょう

利
り

した 共
きょう

産
さん

党
とう

を率
ひき

いる毛
もう

沢
たく

東
とう

を主
しゅ

席
せき

とする， 中
ちゅう

華
か

人
じん

民
みん

共
きょう

和
わ

国
こく

が成
せい

立
りつ

した。

③　ヒトラー率
ひき

いるナチス（ナチ党
とう

，ナチス党
とう

）は，ポーランド侵
しん

攻
こう

に備
そな

えて，ソ連
れん

と独
どく

ソ

不
ふ

可
か

侵
しん

条
じょう

約
やく

を結
むす

んだ。

ア　① → ② → ③　　　　　イ　① → ③ → ②　　　　　　ウ　② → ① → ③

エ　② → ③ → ①　　　　　オ　③ → ① → ②　　　　　　カ　③ → ② → ①

問
とい

３　ゴルバチョフが指
し

導
どう

者
しゃ

であった時
じ

代
だい

におこった出
で

来
き

事
ごと

として正
ただ

しいものを，次
つぎ

のアからエ

のうちから一
ひと

つ選
えら

べ。

ア　日
に

本
ほん

との間
あいだ

で日
にっ

ソ共
きょう

同
どう

宣
せん

言
げん

が調
ちょう

印
いん

された。

イ　オスマン帝
てい

国
こく

との間
あいだ

でクリミア戦
せん

争
そう

がおこった。

ウ　日
に

本
ほん

との間
あいだ

でポーツマス条
じょう

約
やく

が結
むす

ばれた。

エ　「ベルリンの壁
かべ

」が崩
ほう

壊
かい

した。

問
とい

４　ミカさんは，３人
にん

の指
し

導
どう

者
しゃ

が生
い

きていた時
じ

代
だい

に，日
に

本
ほん

でおこった出
で

来
き

事
ごと

について調
しら

べた。

次
つぎ

のＸからＺはメモ 中
ちゅう

の下
か

線
せん

部
ぶ

⑴から⑶のころの日
に

本
ほん

の出
で

来
き

事
ごと

について述
の

べた説
せつ

明
めい

文
ぶん

であ

る。説
せつ

明
めい

文
ぶん

についての正
せい

誤
ご

の組
く

み合
あ

わせとして正
ただ

しいものを，下
した

のアからクのうちから一
ひと

つ

選
えら

べ。

Ｘ　⑴ の年
とし

に，官
かん

営
えい

八
や

幡
はた

製
せい

鉄
てつ

所
じょ

が設
せつ

立
りつ

された。

Ｙ　⑵ の年
とし

に，連
れん

合
ごう

国
こく

軍
ぐん

総
そう

司
し

令
れい

部
ぶ

（GHQ）より財
ざい

閥
ばつ

解
かい

体
たい

の指
し

令
れい

が下
くだ

った。

Ｚ　⑶ の年
とし

に，元
げん

号
ごう

が昭
しょう

和
わ

から平
へい

成
せい

に改
あらた

められた。

ア イ ウ エ オ カ キ ク

Ｘ 正
せい

正
せい

正
せい

正
せい

誤
ご

誤
ご

誤
ご

誤
ご

Ｙ 正
せい

正
せい

誤
ご

誤
ご

正
せい

正
せい

誤
ご

誤
ご

Ｚ 正
せい

誤
ご

正
せい

誤
ご

正
せい

誤
ご

正
せい

誤
ご

マオツォトン
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次
つぎ

の会
かい

話
わ

文
ぶん

Ａは，ハルオさんがウエノ先
せん

生
せい

とともに国
こっ

会
かい

議
ぎ

事
じ

堂
どう

の見
けん

学
がく

に行
い

ったときの会
かい

話
わ

である。下
した

の資
し

料
りょう

は，ハルオさんが目
め

にした新
しん

聞
ぶん

記
き

事
じ

の一
いち

部
ぶ

である。会
かい

話
わ

を読
よ

み，問
とい

１か

ら問
とい

３までの各
かく

問
と

いに答
こた

えよ。なお，資
し

料
りょう

は現
げん

在
ざい

の政
せい

治
じ

制
せい

度
ど

に基
もと

づいた架
か

空
くう

の記
き

事
じ

である。

会
かい

話
わ

文
ぶん

Ａ

ウエノ先
せん

生
せい

：  ここが参
さん

議
ぎ

院
いん

の本
ほん

会
かい

議
ぎ

場
じょう

ですね。 中
ちゅう

央
おう

奥
おく

にあるのが「お席
せき

」といって，⑴ 天
てん

皇
のう

陛
へい

下
か

が着
ちゃく

席
せき

する場
ば

所
しょ

です。衆
しゅう

議
ぎ

院
いん

には「お席
せき

」はありません。

ハルオさん：なぜ衆
しゅう

議
ぎ

院
いん

にはないのですか。

ウエノ先
せん

生
せい

：  これは，大
だい

日
にっ

本
ぽん

帝
てい

国
こく

憲
けん

法
ぽう

下
か

の帝
てい

国
こく

議
ぎ

会
かい

において，開
かい

会
かい

時
じ

に天
てん

皇
のう

陛
へい

下
か

を貴
き

族
ぞく

院
いん

の

議
ぎ

場
じょう

に迎
むか

えたときの名
な ご り

残です。日
に

本
ほん

国
こく

憲
けん

法
ぽう

が成
せい

立
りつ

して， 衆
しゅう

議
ぎ

院
いん

と参
さん

議
ぎ

院
いん

から

なる国
こっ

会
かい

が立
りっ

法
ぽう

機
き

関
かん

となりました。その際
さい

，貴
き

族
ぞく

院
いん

の議
ぎ

場
じょう

だった場
ば

所
しょ

が現
げん

在
ざい

の

参
さん

議
ぎ

院
いん

の議
ぎ

場
じょう

として用
もち

いられることになりました。その名
な ご り

残で，参
さん

議
ぎ

院
いん

にのみ

「お席
せき

」が用
よう

意
い

されています。

ハルオさん：  そういう事
じ

情
じょう

だったのですね。これまで 衆
しゅう

議
ぎ

院
いん

と参
さん

議
ぎ

院
いん

とでは，⑵ 衆
しゅう

議
ぎ

院
いん

が

優
ゆう

越
えつ

していると授
じゅ

業
ぎょう

では学
まな

びました。先
せん

日
じつ

見
み

た新
しん

聞
ぶん

記
き

事
じ

（資
し

料
りょう

）でも，衆
しゅう

議
ぎ

院
いん

と参
さん

議
ぎ

院
いん

の関
かん

係
けい

が話
わ

題
だい

になっていました。なぜ衆
しゅう

議
ぎ

院
いん

が優
ゆう

越
えつ

しているのですか。

ウエノ先
せん

生
せい

： 衆
しゅう

議
ぎ

院
いん

のほうが⑶世
よ

論
ろん

を反
はん

映
えい

しやすい仕
し

組
く

みになっているので，国
こっ

会
かい

運
うん

営
えい

上
じょう

，

　　　　　　衆
しゅう

議
ぎ

院
いん

が参
さん

議
ぎ

院
いん

に優
ゆう

越
えつ

する仕
し

組
く

みになっています。

資
し

料
りょう

問
とい

１　下
か

線
せん

部
ぶ

⑴に関
かん

して，日
に

本
ほん

国
こく

憲
けん

法
ぽう

における天
てん

皇
のう

についての説
せつ

明
めい

として正
ただ

しいものを，次
つぎ

の

アからエのうちから一
ひと

つ選
えら

べ。

ア　天
てん

皇
のう

は，憲
けん

法
ぽう

で国
こく

事
じ

行
こう

為
い

をおこなわないこととされている。

イ　天
てん

皇
のう

は，国
こっ

会
かい

の指
し

名
めい

に基
もと

づき内
ない

閣
かく

総
そう

理
り

大
だい

臣
じん

を任
にん

命
めい

する。

ウ　天
てん

皇
のう

は，内
ない

閣
かく

の方
ほう

針
しん

に対
たい

して助
じょ

言
げん

と承
しょう

認
にん

をおこなうことができる。

エ　天
てん

皇
のう

は，国
くに

の政
せい

治
じ

全
ぜん

体
たい

について最
さい

終
しゅう

的
てき

に責
せき

任
にん

を負
お

うこととされている。

７

Ｘ
法ほ

う

案あ
ん

、
衆

し
ゅ
う

議ぎ

院い
ん

で
可か

決け
つ

　

衆
し
ゅ
う

議ぎ

院い
ん

本ほ
ん

会か
い

議ぎ

で
、
Ⅹ
法ほ

う

案あ
ん

が
与よ

党と
う

三さ
ん

党と
う

の
賛さ

ん

成せ
い

に
よ
り
可か

決け
つ

さ
れ
た
。
本ほ

ん

会か
い

議ぎ

後ご

、

記き

者し
ゃ

団だ
ん

の
取し

ゅ

材ざ
い

に
対た

い

し
て
首し

ゅ

相
し
ょ
う

は
「
内な

い

閣か
く

の
方ほ

う

針し
ん

が

十
じ
ゅ
う

分ぶ
ん

に
理り

解か
い

さ
れ
た
と

考
か
ん
が

え
て

い
る
。
ま
だ
参さ

ん

議ぎ

院い
ん

で
の
審し

ん

議ぎ

が
残の

こ

っ
て
い

る
の
で
、
法ほ

う

案あ
ん

成せ
い

立り
つ

に
向む

け
て
引ひ

き
続つ

づ

き
努ど

力り
ょ
く

し
た
い
。」
と
述の

べ
た
。

　

し
か
し
、
参さ

ん

議ぎ

院い
ん

で
は
野や

党と
う

が
第だ

い

一い
っ

党と
う

と

し
て
過か

半は
ん

数す
う

を
占し

め
て
い
る
た
め
、
野や

党と
う

の

動ど
う

向こ
う

次し

第だ
い

で
は
参さ

ん

議ぎ

院い
ん

で
は
否ひ

決け
つ

さ
れ
る
可か

能の
う

性せ
い

も
あ
る
。
野や

党と
う

が
参さ

ん

議ぎ

院い
ん

の
過か

半は
ん

数す
う

を

占し

め
る
「
ね
じ
れ
国こ

っ

会か
い

」
の
中な

か

で
、
内な

い

閣か
く

の

方ほ
う

針し
ん

に
対た

い

し
て
野や

党と
う

が
ど
の
よ
う
に
対た

い

応お
う

す

る
か
が
注

ち
ゅ
う

目も
く

さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
一い

ち

部ぶ

の
野や

党と
う

が
内な

い

閣か
く

不ふ

信し
ん

任に
ん

決け
つ

議ぎ

案あ
ん

を
提て

い

出
し
ゅ
つ

す
る
動う

ご

き
も
あ
る
。
先せ

ん

月げ
つ

成せ
い

立り
つ

し
た
令れ

い

和わ

Ｙ
年ね

ん

度ど

予よ

算さ
ん

の
審し

ん

議ぎ

で
は
、
参さ

ん

議ぎ

院い
ん

は
野や

党と
う

な
ど
の
反は

ん

対た
い

多た

数す
う

で
否ひ

決け
つ

し
て
お

り
、
与よ

野や

党と
う

の
攻こ

う

防ぼ
う

は
今い

ま

も
続つ

づ

い
て
い
る
。
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問
とい

２　下
か

線
せん

部
ぶ

⑵に関
かん

して， 資
し

料
りょう

を参
さん

考
こう

にして， 衆
しゅう

議
ぎ

院
いん

の優
ゆう

越
えつ

についての説
せつ

明
めい

として正
ただ

しいもの

を，次
つぎ

のアからエのうちから一
ひと

つ選
えら

べ。

ア　資
し

料
りょう

中
ちゅう

では，参
さん

議
ぎ

院
いん

でＸ法
ほう

案
あん

が否
ひ

決
けつ

される可
か

能
のう

性
せい

が指
し

摘
てき

されている。Ｘ法
ほう

案
あん

が衆
しゅう

議
ぎ

院
いん

で可
か

決
けつ

後
ご

に参
さん

議
ぎ

院
いん

で否
ひ

決
けつ

された場
ば

合
あい

， 必
かなら

ず 両
りょう

院
いん

協
きょう

議
ぎ

会
かい

が開
ひら

かれる。それでも意
い

見
けん

が一
いっ

致
ち

しない場
ば

合
あい

，衆
しゅう

議
ぎ

院
いん

の議
ぎ

決
けつ

が資
し

料
りょう

のように可
か

決
けつ

であったとすると，Ⅹ法
ほう

案
あん

は成
せい

立
りつ

する。

イ　資
し

料
りょう

中
ちゅう

では，内
ない

閣
かく

不
ふ

信
しん

任
にん

決
けつ

議
ぎ

案
あん

を一
いち

部
ぶ

の野
や

党
とう

が提
てい

出
しゅつ

する可
か

能
のう

性
せい

があると記
しる

されてい

る。憲
けん

法
ぽう

上
じょう

，この決
けつ

議
ぎ

案
あん

の議
ぎ

決
けつ

権
けん

があるのは参
さん

議
ぎ

院
いん

のみであり，可
か

決
けつ

された場
ば

合
あい

には内
ない

閣
かく

は総
そう

辞
じ

職
しょく

しなければならないとされている。

ウ　資
し

料
りょう

中
ちゅう

に書
か

かれているような「ねじれ国
こっ

会
かい

」の場
ば

合
あい

， 衆
しゅう

議
ぎ

院
いん

と参
さん

議
ぎ

院
いん

とで異
こと

なる人
じん

物
ぶつ

を内
ない

閣
かく

総
そう

理
り

大
だい

臣
じん

に指
し

名
めい

する可
か

能
のう

性
せい

がある。その場
ば

合
あい

， 両
りょう

院
いん

協
きょう

議
ぎ

会
かい

を開
ひら

き，それでも意
い

見
けん

が一
いっ

致
ち

しなければ衆
しゅう

議
ぎ

院
いん

の議
ぎ

決
けつ

が国
こっ

会
かい

の議
ぎ

決
けつ

となる。

エ　資
し

料
りょう

中
ちゅう

では，参
さん

議
ぎ

院
いん

が予
よ

算
さん

案
あん

を否
ひ

決
けつ

したと述
の

べられている。予
よ

算
さん

が参
さん

議
ぎ

院
いん

で否
ひ

決
けつ

され

たあと， 衆
しゅう

議
ぎ

院
いん

で 出
しゅっ

席
せき

議
ぎ

員
いん

の 3分
ぶん

の 2以
い

上
じょう

の多
た

数
すう

で 再
ふたた

び可
か

決
けつ

されると，国
こっ

会
かい

の議
ぎ

決
けつ

と

して成
せい

立
りつ

する。

問
とい

３　下
か

線
せん

部
ぶ

⑶に関
かん

して，次
つぎ

の会
かい

話
わ

文
ぶん

Ｂは，国
こっ

会
かい

見
けん

学
がく

後
ご

，世
よ

論
ろん

についてハルオさんとウエノ先
せん

生
せい

が話
はな

したものの一
いち

部
ぶ

である。これを読
よ

み，二
ふ た り

人が話
はな

している内
ない

容
よう

を 表
あらわ

す言
こと

葉
ば

として 最
もっと

も

適
てき

当
とう

なものを，下
した

のアからエのうちから一
ひと

つ選
えら

べ。

会
かい

話
わ

文
ぶん

Ｂ

ハルオさん：  世
よ

論
ろん

には新
しん

聞
ぶん

やテレビが大
おお

きな影
えい

響
きょう

を与
あた

えていますよね。 私
わたし

も「ねじれ国
こっ

会
かい

」

の新
しん

聞
ぶん

記
き

事
じ

（資
し

料
りょう

）などを見
み

て，今
こん

後
ご

の政
せい

治
じ

がどうなるかわからないことを感
かん

じ，

政
せい

治
じ

に注
ちゅう

目
もく

するようになりました。

ウエノ先
せん

生
せい

： そうですね。しかし 私
わたし

たちは，受
う

け身
み

で 情
じょう

報
ほう

を得
え

るだけでなく，報
ほう

道
どう

が正
ただ

し

いものかどうかきちんと 考
かんが

えて判
はん

断
だん

する必
ひつ

要
よう

があります。近
きん

年
ねん

では，ソーシャ

ル・ネットワーキング・サービス（ＳＮＳ）などを通
とお

して 私
わたし

たち個
こ

人
じん

が意
い

見
けん

を

発
はっ

信
しん

することも容
よう

易
い

になっていますね。以
い

前
ぜん

よりも 私
わたし

たちの 入
にゅう

手
しゅ

する 情
じょう

報
ほう

が多
おお

くなっている分
ぶん

，私
わたし

たちは冷
れい

静
せい

に 考
かんが

えることが必
ひつ

要
よう

です。

ハルオさん：はい。私
わたし

も情
じょう

報
ほう

を受
う

け取
と

ったり発
はっ

信
しん

したりするときには注
ちゅう

意
い

したいと思
おも

います。

ア　メディアリテラシー　　　　　　イ　インフォームド・コンセント

ウ　ユニバーサルデザイン　　　　　エ　ワーク・ライフ・バランス
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次
つぎ

に示
しめ

す，中
ちゅう

学
がく

生
せい

のドイさんが記
しる

したノートを見
み

て，問
とい

１から問
とい

４までの各
かく

問
と

いに答
こた

えよ。

ノート

【企
き

業
ぎょう

のあり方
かた

】

企
き

業
ぎょう

─財
ざい

やサービスを生
せい

産
さん

する主
しゅ

体
たい

　①　企
き

業
ぎょう

の形
けい

態
たい

─⑴株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

，合
ごう

同
どう

会
がい

社
しゃ

など。

　②　企
き

業
ぎょう

の責
せき

任
にん

─社
しゃ

会
かい

にとってよりよいもの，質
しつ

が高
たか

いものを生
せい

産
さん

する。

　　　　　　　　　  労
ろう

働
どう

者
しゃ

に十
じゅう

分
ぶん

な賃
ちん

金
ぎん

を支
し

払
はら

う。

　　　　＊⑵ 消
しょう

費
ひ

者
しゃ

などに不
ふ

利
り

益
えき

にならないことや，社
しゃ

会
かい

に貢
こう

献
けん

する活
かつ

動
どう

も重
じゅう

要
よう

。

　③　企
き

業
ぎょう

の目
め

指
ざ

すべき姿
すがた

　＜考
かんが

えてみよう＞　企
き

業
ぎょう

はどちらを優
ゆう

先
せん

すればよいか？　　←②から考
かんが

える

仮
か

�説
せつ

Ａ　企
き

業
ぎょう

は賃
ちん

金
ぎん

を低
ひく

く抑
おさ

え

たとしても，生
せい

産
さん

するものの

質
しつ

を高
たか

くすることを優
ゆう

先
せん

する。

仮
か

�説
せつ

Ｂ　企
き

業
ぎょう

は生
せい

産
さん

するものの

質
しつ

を低
ひく

くしても，賃
ちん

金
ぎん

を高
たか

く

することを優
ゆう

先
せん

する。

⇒ 自
じ

分
ぶん

の最
さい

初
しょ

の意
い

見
けん

─仮
か

説
せつ

Ａに賛
さん

成
せい

，企
き

業
ぎょう

は社
しゃ

会
かい

にとってよりよいものを生
せい

産
さん

するこ

とが大
たい

切
せつ

なので，生
せい

産
さん

するものの質
しつ

を高
たか

くすることを優
ゆう

先
せん

した方
ほう

がよい。

⇒ グループで話
はな

し合
あ

った内
ない

容
よう

─賃
ちん

金
ぎん

を低
ひく

く抑
おさ

えると，働
はたら

く人
ひと

がものを買
か

えなくなり，さ

らに，⑶ 企
き

業
ぎょう

の利
り

潤
じゅん

が減
へ

って倒
とう

産
さん

してしまい，失
しつ

業
ぎょう

者
しゃ

が増
ぞう

加
か

してしまうことがおこ

るかもしれないので，仮
か

説
せつ

Ｂにおける労
ろう

働
どう

者
しゃ

の立
たち

場
ば

の視
し

点
てん

も必
ひつ

要
よう

。

⇒自
じ

分
ぶん

の最
さい

終
しゅう

的
てき

な結
けつ

論
ろん

─社
しゃ

会
かい

にとってよりよいものを生
せい

産
さん

する責
せき

任
にん

を果
は

たしながら，

★

問
とい

1　下
か

線
せん

部
ぶ

⑴に関
かん

して，株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

についての説
せつ

明
めい

として正
ただ

しいものを，次
つぎ

のアからエのうちか

ら一
ひと

つ選
えら

べ。

ア　株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

は私
し

企
き

業
ぎょう

の形
けい

態
たい

の一
ひと

つで，株
かぶ

式
しき

を発
はっ

行
こう

してより多
おお

くの人
ひと

々
びと

から 出
しゅっ

資
し

してもら

い，資
し

金
きん

を調
ちょう

達
たつ

する。

イ　株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

は，原
げん

則
そく

として出
しゅっ

資
し

者
しゃ

が経
けい

営
えい

者
しゃ

となるため，もし倒
とう

産
さん

した場
ば

合
あい

は， 出
しゅっ

資
し

者
しゃ

が

その会
かい

社
しゃ

の負
ふ

債
さい

などをすべて返
へん

済
さい

する無
む

限
げん

責
せき

任
にん

を負
お

う。

ウ　株
かぶ

式
しき

をもつ人
ひと

を株
かぶ

主
ぬし

といい， 出
しゅっ

資
し

者
しゃ

として株
かぶ

主
ぬし

総
そう

会
かい

に 出
しゅっ

席
せき

することができるが，取
とり

締
しまり

役
やく

の選
せん

出
しゅつ

や経
けい

営
えい

方
ほう

針
しん

などに対
たい

する意
い

見
けん

を述
の

べることはできない。

エ　株
かぶ

主
ぬし

は，株
かぶ

式
しき

をもっている株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

の利
り

益
えき

から配
はい

当
とう

を受
う

け取
と

ることができるが，株
かぶ

式
しき

を

他
ほか

の人
ひと

に売
う

ったり譲
ゆず

ったりすることはできない。

８
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問
とい

２　下
か

線
せん

部
ぶ

⑵に関
かん

して， 消
しょう

費
ひ

者
しゃ

などに不
ふ

利
り

益
えき

になることがらの具
ぐ

体
たい

例
れい

として適
てき

当
とう

なものを，

次
つぎ

のアからエのうちから二
ふた

つ選
えら

べ。ただし，解
かい

答
とう

の順
じゅん

番
ばん

は問
と

わないこととする。

ア　Ｐ社
しゃ

は，効
こう

率
りつ

化
か

などで生
せい

産
さん

費
ひ

用
よう

が低
てい

下
か

したので，生
せい

産
さん

している商
しょう

品
ひん

の価
か

格
かく

を下
さ

げた。

イ　Ｑ社
しゃ

とＲ社
しゃ

は，互
たが

いの会
かい

社
しゃ

の利
り

益
えき

を守
まも

るため，同
おな

じような 商
しょう

品
ひん

を高
こう

額
がく

で販
はん

売
ばい

する協
きょう

定
てい

を結
むす

んだ。

ウ　市
し

場
じょう

占
せん

有
ゆう

率
りつ

が最
もっと

も高
たか

いＳ社
しゃ

が，ある商
しょう

品
ひん

の価
か

格
かく

を上
あ

げたところ，同
おな

じような商
しょう

品
ひん

を

生
せい

産
さん

している他
ほか

の会
かい

社
しゃ

もＳ社
しゃ

に合
あ

わせて価
か

格
かく

を上
あ

げた。

エ　Ｔ社
しゃ

とＵ社
しゃ

は，ある商
しょう

品
ひん

の海
かい

外
がい

の生
せい

産
さん

拠
きょ

点
てん

となるⅤ社
しゃ

を合
ごう

同
どう

で設
せつ

立
りつ

し，その商
しょう

品
ひん

の価
か

格
かく

を抑
おさ

えるためになるべく安
やす

い費
ひ

用
よう

で生
せい

産
さん

した。

問
とい

３　下
か

線
せん

部
ぶ

⑶に関
かん

して，ドイさんは失
しつ

業
ぎょう

者
しゃ

について調
しら

べ，次
つぎ

の資
し

料
りょう

を見
み

つけた。資
し

料
りょう

中
ちゅう

のグラフの説
せつ

明
めい

も参
さん

考
こう

にして，資
し

料
りょう

中
ちゅう

のグラフのＸ，Ｙについて述
の

べた文
ぶん

として 最
もっと

も適
てき

当
とう

なものを，下
した

のアからエのうちから一
ひと

つ選
えら

べ。

資
し

料
りょう

ア　Ｘに比
くら

べてＹは，物
ぶっ

価
か

上
じょう

昇
しょう

率
りつ

が高
たか

く，失
しつ

業
ぎょう

率
りつ

も高
たか

い状
じょう

況
きょう

を示
しめ

している。

イ　Ｘに比
くら

べてＹは，物
ぶっ

価
か

上
じょう

昇
しょう

率
りつ

が高
たか

く，失
しつ

業
ぎょう

率
りつ

は低
ひく

い状
じょう

況
きょう

を示
しめ

している。

ウ　Ｘに比
くら

べてＹは，物
ぶっ

価
か

上
じょう

昇
しょう

率
りつ

が低
ひく

く，失
しつ

業
ぎょう

率
りつ

は高
たか

い状
じょう

況
きょう

を示
しめ

している。

エ　Ｘに比
くら

べてＹは，物
ぶっ

価
か

上
じょう

昇
しょう

率
りつ

が低
ひく

く，失
しつ

業
ぎょう

率
りつ

も低
ひく

い状
じょう

況
きょう

を示
しめ

している。

問
とい

４　ドイさんは，グループで話
はな

し合
あ

った内
ない

容
よう

を取
と

り入
い

れて，自
じ

分
ぶん

の最
さい

終
しゅう

的
てき

な結
けつ

論
ろん

をノートに

記
しる

した。ノート 中
ちゅう

の ★  に当
あ

てはまるものとして 最
もっと

も適
てき

当
とう

なものを，次
つぎ

の

アからエのうちから一
ひと

つ選
えら

べ。

ア　賃
ちん

金
ぎん

をなるべく低
ひく

く抑
おさ

える努
ど

力
りょく

を続
つづ

けた方
ほう

がよい。

イ　社
しゃ

会
かい

全
ぜん

体
たい

で企
き

業
ぎょう

の労
ろう

働
どう

者
しゃ

をなるべく減
へ

らした方
ほう

がよい。

ウ　企
き

業
ぎょう

の利
り

益
えき

を社
しゃ

会
かい

全
ぜん

体
たい

に寄
き

付
ふ

した方
ほう

がよい。

エ　企
き

業
ぎょう

の利
り

益
えき

を増
ふ

やして賃
ちん

金
ぎん

を減
へ

らさないようにした方
ほう

がよい。

Ｘ 

Ｙ 

失業率 

低←               →高 

高←

０

→
低

物
価
上

昇
率

ぶ
っ 

か 

じ
ょ
う
し
ょ
う
り
つ て

い

こ
う

こうてい

しつぎょうりつ

グラフの説
せつ

明
めい

　このグラフは，縦
たて

軸
じく

に物
ぶっ

価
か

上
じょう

昇
しょう

率
りつ

，横
よこ

軸
じく

に失
しつ

業
ぎょう

率
りつ

をとったものである。 両
りょう

者
しゃ

の関
かん

係
けい

は， 左
ひだり

の 曲
きょく

線
せん

のよ

うに表
あらわ

すことができる。




